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ことばの意味と目的を再確認をしよう

洗浄
⇒滅菌または消毒を効果的に遂行できる程度まで、あるいは意図する使用に適する

まで、対象物から汚染物を除去すること

消毒
⇒対象物又は対象物の表面等の局所的な部位に生存する微生物を減少させること

滅菌
⇒被滅菌物の中のすべての微生物を殺滅または除去する行為を意味する

一般社団法人日本医療機器学会, 医療現場における滅菌保証のガイドライン2021 https://www.jsmi.gr.jp/wp/docu/2021/10/mekkinhoshouguideline2021.pdf
第十八改正日本薬局方., 厚生労働省ホームページ[https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/000788362.pdf, 2022/8/5アクセス]
大久保憲ほか編集, 2020年版消毒と滅菌のガイドライン 改訂第4版, へるす出版, 2020年

感染症を起こさせないために必要となる



洗浄・消毒・滅菌が適切に行われないと・・・

ノロウイルスに対する消毒が不十分で
アウトブレイクが発生した報告

内視鏡の滅菌が不十分な事例による
多剤耐性Klebsiella pneumoniaeアウト
ブレイクの報告



感染症診療と洗浄・消毒・滅菌の関係
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洗浄・消毒・滅菌

ターゲット(対象)としている

日本病院薬剤師会監修, 薬剤師のための感染制御マニュアル第4版,薬事日報社, 2017



洗浄・消毒・滅菌の関係

洗浄

滅菌

消毒

患者さん
汚れ・
微生物

洗浄は滅菌・消毒の前に実施される
それぞれがすべて適切に行われなければならない
適切に行われないと、患者さんに悪影響を及ぼす



洗浄について

滅菌または消毒を効果的に遂行できる程度まで、あるいは、意図する使用に適するまで、
対象物から汚染物を除去すること

【ポイント】

⚫ 適切な洗浄は、効果的で効率的な消毒および滅菌の前提条件である

⚫ 洗浄工程は作業者にとって感染のリスクがあるため、可能な限り洗浄物との接触を避ける

⚫ 洗浄業務をおこなう医療従事者は、個人防護具(personal protective equipment：PPE)を正しく使用し、着脱する

⚫ 洗浄方法は原則的に機械洗浄を用いる

⚫ 用手洗浄は必要最小限とする

⚫ 機械洗浄の一つにウォッシャーディスインフェクター（washer-disinfector:WD）がある

⚫ 洗浄のバリデーション*が実施されている

*バリデーション：客観的証拠を得ることにより、恒常的に予め定めた仕様に適合する製品が得られることを確立する

一般社団法人日本医療機器学会, 医療現場における滅菌保証のガイドライン2021 https://www.jsmi.gr.jp/wp/docu/2021/10/mekkinhoshouguideline2021.pdf



消毒について

[分類]
1) 物理的消毒法 2) 化学的消毒法
①煮沸消毒法 ①液体(薬液消毒法)
②熱水消毒法 ②気体
③蒸気消毒法 (ホルムアルデヒド消毒など)
④紫外線消毒法

対象物又は対象物の表面等の局所的な部位に生存する微生物を減少させること

消毒効果に影響を与える因子
⚫ 有機物
⚫ 濃度
⚫ 温度
⚫ 接触時間
⚫ 対象物の物理的かつ構造的特性
等

[消毒薬の特性]

① 消毒薬にはスペクトルがあり、効果のない微生物も存
在する

② 消毒薬が微生物に対して殺菌効果を示すには一定の
接触時間が必要である

③ 血液などの有機物が混入すると消毒薬の殺菌効果が
減弱する

④ 消毒薬により生体毒性があり、皮膚・呼吸器・中枢神
経系に障害作用を示す

⑤ 消毒薬は化学的に不安定な物質であり、保存により効
果が減弱する

⑥ 素材を劣化させることがある
⑦ 対象物に合わせた希釈を行い正しい濃度で使用する
⑧ 臭気や着色するものがある
⑨ 廃棄により環境に影響が出ることがある
⑩ 消毒薬の中でも生息する微生物が存在する

大久保憲ほか編集, 2020年版消毒と滅菌のガイドライン 改訂第4版, へるす出版, 2020年



リスク分類 対象 具体例 対応方法

クリティカル 無菌組織や血管系に挿入するもの 手術用器械・
インプラント器材・針

滅菌
高水準消毒薬

セミクリティカル 粘膜または創のある皮膚と接触するもの 人工呼吸器回路・麻酔関連器
材・内視鏡

高水準消毒薬

体温計(口腔) 中または低水準消毒薬

ノンクリティカル 医療機器表面 モニター類 あらかじめドレープでカバー
清拭消毒

皮膚に接触する医療器具 血圧計のカフ・聴診器 低水準消毒薬
アルコール清拭

ほとんど手が触れない 水平面(床) 定期清掃、汚染時清掃
退院時清掃

垂直面(壁・カーテン) 汚染時清掃
汚染時洗浄

頻回に手が触れる ドアノブ・ベッド柵・床頭台・
テーブル

1日1回以上の定期清掃また
は定期消毒

医療器具・環境の消毒方法

大久保憲ほか編集, 2020年版消毒と滅菌のガイドライン 改訂第4版, へるす出版, 2020年

対象により、消毒・滅菌等の対応が異なる



分類 目的 薬剤

滅菌
(sterilization)

いかなる形態の微生物生命をも完全に排除また
は死滅させる

-

高水準消毒薬
(high-level 
disinfection)

芽胞が多数存在する場合を除き、すべての微生
物を死滅させる

過酢酸、フタラール、グルタラール

中水準消毒薬
(intermediate-level 
disinfection)

結核菌、栄養型細菌、ほとんどのウイルス、ほと
んどの真菌を殺滅するが、必ずしも芽胞を殺滅
しない

次亜塩素酸ナトリウム、ポビドンヨード、
アルコール

低水準消毒薬
(low-level 
disinfection)

ほとんどの栄養型細菌、ある種のウイルス、あ
る種の真菌を殺滅する。

第四級アンモニウム塩、両性界面活性剤、
クロルヘキシジングルコン酸塩、
オラネキシジングルコン酸塩

Spauldingによる消毒水準分類

大久保憲ほか編集, 2020年版消毒と滅菌のガイドライン 改訂第4版, へるす出版, 2020年
小林寛伊指導, Y’s Text -5th Edition- 消毒薬テキスト 第5版, 共和企画, 2016年

消毒薬の分類と目的、各薬剤を理解しよう



使用目的別にみた消毒薬の選択

大久保憲ほか編集, 2020年版消毒と滅菌のガイドライン 改訂第4版, へるす出版, 2020年

区分 消毒薬 環境 金属
器具

非金属
器具

手指
皮膚

粘膜 排泄物によ
る汚染

高水
準

過酢酸 × △ ○ × × △

フタラール × ○ ○ × × △

グルタラール × ○ ○ × × △

中水
準

次亜塩素酸ナトリウム ○ × ○ × × ○*1

ポビドンヨード × × × ○ ○ ×

アルコール ○ ○ ○ ○ × ×

低水
準

第四級アンモニウム塩 ○ ○ ○ ○ ○ △

両性界面活性剤 ○ ○ ○ ○ ○ △

クロルヘキシジングルコン酸塩 ○ ○ ○ ○ ○ ×

オラネキシジングルコン酸塩 × × × ○*2 × ×

*1：CDC MMWR 1995;44:475-479 *2：手術部位皮膚消毒のみ
○：使用可能、△：注意して使用、×：使用不可

使用目的ごとに消毒薬が異なる



微生物別の消毒薬の殺菌能力

区分 消毒薬 一般細菌 緑膿菌 結核菌 真菌*1 芽胞 B型肝炎
ウイルス

高水
準

過酢酸 ○ ○ ○ ○ ○ ○

フタラール ○ ○ ○ ○ ○*2 ○

グルタラール ○ ○ ○ ○ ○ ○

中水
準

次亜塩素酸ナトリウム ○ ○ ○ ○ ○ ○

ポビドンヨード ○ ○ ○ ○ × ○

アルコール ○ ○ ○ ○ × ○

低水
準

第四級アンモニウム塩 ○ ○ × ○ × ×

両性界面活性剤 ○ ○ △ ○ × ×

クロルヘキシジングルコン酸塩 ○ ○ × ○ × ×

オラネキシジングルコン酸塩 ○ ○ × ○ × ×

*1：糸状真菌を含まない、*2：バチルス属(Bacillus spp.)の芽胞を除いて有効
○：有効、△：効果が得られにくいが、高濃度で時間をかけると有効となる場合がある、×：無効

消毒薬ごとにスペクトルを有さない微生物が存在する

大久保憲ほか編集, 2020年版消毒と滅菌のガイドライン 改訂第4版, へるす出版, 2020年



区分 消毒薬 作用 対象 長所 短所

高水準 過酢酸 強力な酸化作用 内視鏡 芽胞を含む含むすべての微生物に
有効である

金属腐食性
粘膜刺激性
有機物による効力が低下する

フタラール 菌体たん白のアルキル化 内視鏡 バチルス属の芽胞を除くすべての
微生物に有効である

蒸気が粘膜を刺激する
液の付着で化学損傷
有機物による効力が低下する

グルタラール 菌体たん白のアルキル化 内視鏡 すべての微生物に有効である
材質を痛めにくい

蒸気が粘膜を刺激する
液の付着で化学損傷
有機物による効力低下は小さい

中水準 次亜塩素酸
ナトリウム

酵素阻害、蛋白編成、核酸の不
活化

リネン類
環境

広範囲の微生物に有効である
低残留性である

金属腐食性、脱色作用がある
塩素ガスが粘膜を刺激する(保護メガネ等)
有機物の存在で不活化されやすい

ポビドンヨード 菌体蛋白や核酸の破壊 手指・皮膚 広範囲の微生物に有効である 効果発現までに2分間程度かかる
有機物の存在で不活化されやすい

アルコール 蛋白変性 注射薬の清拭
手指

芽胞を除くすべての微生物に有効
短時間で効力を発現する
揮発性である

引火性がある
粘膜・損傷皮膚に対して刺激性があるため、禁
忌である

低水準 第四級
アンモニウム塩

陽電化が細胞内に侵入し、菌体
蛋白に影響する

手指・皮膚
環境・器材

臭いが少ない
材質を傷めにくい

抗菌スペクトルが狭い
取り扱いを誤ると細菌汚染が起こる

両性界面活性剤 陽イオンが菌体蛋白などに作用
する

環境・器材 臭いが少ない
材質を傷めにくい

抗菌スペクトルが狭い
取り扱いを誤ると細菌汚染が起こる

クロルヘキシジン
グルコン酸塩

ビグアナイド系、細胞内成分の
漏出や酵素阻害を示す

生体
器材

臭いが少ない
材質を傷めにくい

抗菌スペクトルが狭い
取り扱いを誤ると細菌汚染が起こる

オラネキシジン
グルコン酸塩

クロルヘキシジングルコン酸塩
に比べて強い効果を示す

手術部位 クロルヘキシジングルコン酸塩に比
べて強い効果を示す

眼や耳には禁忌

各種消毒薬について

大久保憲ほか編集, 2020年版消毒と滅菌のガイドライン 改訂第4版, へるす出版, 2020年



消毒薬の濃度別の使用用途→ 下記消毒薬は濃度に注意しよう

遊離塩素濃度
(ppm)

消毒対象

0.1 水道水

1 プールの水

100 哺乳瓶、
経腸栄養剤容器 等

200 食器、リネン類

1,000 ノロウイルス汚染環境

10,000 B型肝炎ウイルス汚染血液

次亜塩素酸ナトリウム

6%次亜塩素酸ナトリウムを希釈する場合

吉田製薬HP, https://www.yoshida-pharm.jp/より引用
[2022/8/12アクセス]

大久保憲ほか編集, 2020年版消毒と滅菌のガイドラ
イン 改訂第4版, へるす出版, 2020年より引用

剤型 使用用途

0.02% クロルヘキシジングルコン
酸塩液

結膜嚢

0.05% クロルヘキシジングルコン
酸塩液

皮膚の創傷部位

0.5% クロルヘキシジングルコン酸
塩アルコール液

手術野(皮膚)

0.5～1% クロルヘキシジングルコ
ン酸塩アルコール液

カテーテル挿入部位
採血部位

クロルヘキシジングルコン酸塩

大久保憲ほか編集, 2020年版消毒と滅菌のガイドライン 改訂第4版, 
へるす出版, 2020年より引用
小林寛伊指導, Y’s Text -5th Edition- 消毒薬テキスト 第5版, 共和
企画, 2016年より引用

使用濃度 消毒対象

0.02% 粘膜

0.1～0.2% 環境(細菌)

第四級アンモニウム塩(ベンザルコニウム塩化物, ベンゼトニウム塩化物)

大久保憲ほか編集, 2020年版消毒と滅菌のガイドラ
イン 改訂第4版, へるす出版, 2020年より引用



滅菌について

[分類]

1) 物理的滅菌法

①加熱法：高圧蒸気滅菌法、乾熱滅菌法

②照射法：放射線滅菌法(ガンマ線、電子線、制動放射線)

③濾過滅菌法

2) 化学的滅菌法

①酸化エチレンガス滅菌法

②過酸化水素低温ガスプラズマ滅菌法

③低温蒸気ホルムアルデヒドガス滅菌法

④過酸化水素ガス低温滅菌法

大久保憲ほか編集, 2020年版消毒と滅菌のガイドライン 改訂第4版, へるす出版, 2020年

被滅菌物の中のすべての微生物を殺滅または除去する行為を意味する



滅菌の種類と特徴について
種類 原理 適応 利点 欠点 その他

高圧蒸気滅菌 高圧蒸気滅菌機(オート
クレーブ)のチャンバー内
の空気を飽和水蒸気で
置換し、適当な温度と圧
力の飽和水蒸気中で加
熱することによる放出す
る熱エネルギーによって
微生物を死滅させる

• ガラス製品、磁製、金
属製、ゴム製、紙製、
液状の医薬品など、高
温高圧水蒸気に耐え
るもの

• 短時間で確実な滅菌
が可能

• 病院内で行うことがで
きる

• 芽胞に対して効果が
確実

• 残留性がない

• 湿熱による熱変質が
起こる

• 空気排除を完全に行
わないと滅菌不良を起
こす

• 粉末の滅菌に適さな
い

• 滅菌不良を防止する
ために、非滅菌物の内
部に空気を残さない

• 滅菌チャンバー内に詰
め込み過ぎないように、
量と配列に注意する

酸化エチレンガ
ス滅菌

酸化エチレンガスにより、
微生物を構成する蛋白
質のアルキル化を起こし
て死滅させる

• 高圧蒸気滅菌ができ
ないものに対して行わ
れる

• 耐熱性や耐湿性の低
いカテーテル類、内視
鏡、麻酔関連器材等

• 低温で滅菌できるため、
加熱による材質の変
化がなく、プラスチック
材などの非耐熱性の
用具に用いることがで
きる

• 滅菌時間が長く、エア
レーションの時間が含
めるとさらに長くなる

• 酸化エチレンは微量で
も曝露すると、発癌性
がある

• 酸化エチレンは皮膚や
粘膜に対して刺激性
がある

• 吸入すると、頭痛、め
まい、嘔気等が出現す
る

過酸化水素低
温ガスプラズマ
滅菌

高真空の状態で過酸化
水素を噴霧し、そこへ高
周波やマイクロ波などの
エネルギーを付与し、過
酸化水素プラズマができ、
このプラズマ化により、ラ
ジカルが生成し、微生物
を死滅させる

• 金属製品、プラスチッ
ク製品などが対象とな
る(近年はCJDプリオン
蛋白に対する不活化
効果も認められる)

• 非耐熱性、非耐湿性
の製品の滅菌ができ
る

• 材質への影響はほと
んどない

• 滅菌の処理時間が短
い

• セルロース類は過酸
化水素が吸着するた
め滅菌できない

• 浸透性がないため、管
腔構造物を滅菌しにく
い

• 粉隊、液体は滅菌でき
ない

• 浸透性には注意が必
要である

• 有機物によって不活化
するため、事前に洗浄
を十分に行う必要があ
る

大久保憲ほか編集, 2020年版消毒と滅菌のガイドライン 改訂第4版, へるす出版, p.148-166, 2020年



インジケータについて

一般社団法人日本医療機器学会, 医療現場における滅菌保証のガイドライン2021
安藤 伸行,医療機器学 83巻(1),34-38 2013
3M HP, https://www.3mcompany.jp/3M/ja_JP/company-jp/より引用[2022/8/12アクセス]

物理的インジケータ
(滅菌器付属計器)

化学的インジケータ
(chemical indicator：CI)

生物学的インジケータ
(biological indicator：BI)

滅菌器の運転状況を確認
するのに適している。しか
し、個々の被滅菌物の滅
菌状態を管理するには不
適である

設定された温度または滅菌剤濃度において経時的・段階的
に変色し、蒸気などの滅菌媒体によって、設置箇所がCIの
添付文書もしくは取扱説明書などに記載された条件（温度、
時間など）に到達したことを示す

当該滅菌工程の微生物殺滅効果を直接的に検証できる唯
一のインジケータであり、無菌性を保証する手段である。
BIは結果を判定する。BIはCIのように特定の重要プロセス
変数のみに反応するわけではなく、滅菌工程における微生
物殺滅効果を直接的に検証することができるため、滅菌工
程の適格性を総合的に判断するのに適している。

日常の始業前に実施が必要となる
適切に組み合わせて使用することが重要となる
対象の機器に合わせたインジケータを使用する

滅菌後にラインが黒
色に変化

インクが緑のゾーン
に到達したら合格で

空の滅菌機器で
滅菌

リーダーで判定



COVID-19, サル痘の消毒について

SARS-CoV-2 に対する消毒方法：システマティックレビュー
⚫ 環境表面の不活化には複数の消毒剤、紫外線照射が有効
⚫ 手指の消毒にはアルコールが有効

サル痘ウイルスに対する消毒剤の有効性について
⚫ アルコールは手指の消毒や環境の消毒に有効
⚫ 紫外線も有効



まとめ

⚫ 洗浄・消毒・滅菌のそれぞれについて言葉の意味を理解しよう

⚫ 洗浄・消毒・滅菌はそれぞれ密接に関わっている

⚫ 洗浄・消毒・滅菌はそれぞれの利点・欠点を理解する

⚫ 洗浄・消毒・滅菌が適切に実施されることで、安心・安全な医療が実施

できる
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